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平成30年度友好都市交流事業報告
平成２８年6月に鹿児島県南種子町と友好自治体提携を結び、同年度より飛島学園6年生１0名を同町に派

遣しています。
平成３0年１２月２２日(土）〜２4日(月）の３日間、現地の児童たちとの交流や様々な場所での研修など、貴

重な体験を通して交流団一人ひとりが研修テーマにそって、学びを深めることができました。

自然と歴史溢れる南種子町
潮の満ち引きによって自然にできた洞

窟「千座(ちくら）の岩屋」。洞窟の中は千
人が入ることができるほど大きいと言わ
れています。

ポルトガル船が漂着し、それがきっか
けで日本に火縄銃が伝わった門倉岬を訪
れました。崖に打ち寄せる波の激しさを
見て、自然の雄大さと厳しさを感じまし
た。

宇宙センターには自分の思いが書けるフ
リースペースがありました。写真はそこで子
どもたちが書いたものです。それは自分の住
む村に誇りをもった、未来へ繋ぐメッセージ
でした。

南種子町はマングローブが自生する北
限地。目の前一面に広がるガジュマルの
木々に圧倒されました。

未来に思いを託して
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研修に参加して、たくさん
の人に自分からあいさつがで
きるようになりました。前ま
では恥ずかしくて自分からあ
いさつはできなかったけれど、
研修に参加してあいさつがで
きるようになってよかったで
す。� (三宅　凛佳）

３日間の研修の中で特に印
象に残ったことは、「マング
ローブパーク」と「千座の岩
屋」です。マングローブパー
クは１日目の移動で疲れたあ
とで行きましたが、その美し
さと楽しさで疲れを忘れるほ
どでした。千座の岩屋では海
に入りとても楽しかったです。
� (成田　仲那）

私たちが二つの自治体の

体験して
学ぶ！

食べて学
ぶ！

交流して
学ぶ！

見て学ぶ！

架け橋になります！

交流団の目的の一つは、飛島村と南
種子町の架け橋になること。様々な交
流活動を通じて、絆を深めることがで
きました。これをきっかけに、二つの
自治体の交流がより一層活発なものに
なることを願っています。

人との交流、
そして未来へ




